
消化器内科学講座 

 
私たちの講座では、「独創的で臨床に役立つ研究」 をモットーとしており、そのためには基礎と臨床の融合が重要と考えて

います。例えば、テーラーメイド治療への応用です。私たちは一人でも多くの国民に還元できる医療を目指して、各臓器相

関も考慮した消化器疾患全般にわたる基盤研究 (オミックス研究) からトランスレーショナルリサーチを実践します。 
本講座の田中靖人教授は、現在、国立研究開発法人 日本医療研究開発機構 （AMED） 研究班の代表として、全国多施

設共同研究を展開して医学研究を推進しています。特に、私たちが取り組んでいる創薬研究は国家戦略の１つであり、企

業との連携・医師主導の臨床治験を熊大病院及び関連施設の協力のもと実施します。同時に、これらの研究ネットワークを

活用して新たな基礎・臨床研究を展開します。 
 
研究ははじめてという方も多いですが、心配はいりません。当講座は充実した研究体制・きめ細かな指導体制を備え、経験

豊かな教官により、基礎研究、臨床研究の双方において国際的な視野を持った研究マインドを育みます。  
私たちは患者様から提供いただいた臨床検体を用いた研究を重視しています。基礎実験では実験器具の扱い方、研究設

備の使い方にはじまり、細胞培養、遺伝子組換え、臨床検査 （PCR、糖鎖修飾解析） の実践および解析法の学習を経て、よ

り専門的で大規模な研究 （次世代シークエンサー、ゲノムワイド関連解析など） とその応用を指導します。また、臨床研究で

も、実際の臨床症例のデータ管理、統計手法、解析ソフトウエアの使用法を習得します。これらの研究結果を基に、活発な

議論を行い、臨床応用を目指すと同時に、高インパクトな論文作成に努めます。当講座では医学部以外の大学出身の教官

も活躍しており、他学部卒業の博士課程入学も歓迎します。 
 
【研究プロジェクト名および概要】 
1) B 型肝炎創薬研究の臨床応用 
  田中教授は AMED が進める B 型肝炎創薬実用化等研究事業 「実用化に向けた B 型肝炎(HBV)新規治療薬の探索及

び最適化」 の研究代表者として、WHO が掲げる 2030 年までにウイルス性肝炎撲滅に向けた開発研究を展開しています。

これまでの研究で HBV 持続感染モデル （培養系及びヒト肝臓キメラマウス） を構築しており、本プロジェクトではこれらの

モデルを活用して、①富士フィルムとの共同研究による化合物ライブラリー及びドラッグリポジショニングから得られたヒット

化合物の最適化・前臨床試験の実施。②独自の海洋及び微生物抽出物ライブラリーなどを利用したスクリーニングの実施

や、新規メカニズムに基づく HBV 阻害薬の同定を目指します。創薬研究は国家戦略の１つであり、企業との連携・企業治

験(Phase II/III)、あるいは医師主導の臨床治験を熊本大学病院及び関連施設の協力のもと実施すると同時に、これらの研

究ネットワークを活用して新たな研究を展開したいと考えています。 
 
2) 個別化・先制医療を目指したゲノムワイド（オミックス）研究                             
  田中教授は AMED の肝炎等克服事業の研究代表者として、ゲノムワイド関連解析 (GWAS) 研究を継続しています。

2009 年 GWAS 解析により、C 型慢性肝炎 (HCV) に対する当時の標準治療であったペグインターフェロン＋リバビリン併

用療法の有効性に関連する IL28B 遺伝子多型を同定し (Nat Genet 2009, Scopus 被引用数 1,986 回)、C 型肝炎の個別

化治療の道を開きました。また、HCV 排除後発癌に関連する TLL1 遺伝子多型を発見し （Gastroenterology 2017）、既存

の因子と組み合わせることで、肝癌リスクの高い患者群を絞り込むことが可能となりました。がんゲノム医療が進む中、引き

続き AMED の研究代表者として、臓器相関も考慮した消化器疾患全般にわたる基盤研究 (オミックス研究) からトランスレ

ーショナルリサーチを実践し、「Precision Medicine」への応用を目指します。 
 
3) 免疫チェックポイント阻害剤による免疫関連有害事象に関するゲノムワイド関連解析（GWAS） 
   免疫チェックポイント阻害剤（Immune Checkpoint Inhibitor）は、様々ながんに対する治療効果が示されています。一方

で，全身のあらゆる臓器に自己免疫疾患様の副作用である、免疫関連有害事象(immune-related Adverse Events: irAE)を
発症することがあります。私たちは GWAS の手法を用い、irAE 発現に関するバイオマーカーを確立する全国規模の多施

設共同研究を開始しました。その成果により、免疫チェックポイント阻害剤の患者選択への臨床的応用を目指しています。 
4)  消化器疾患における空間的シングルセル解析：VISIUM+CODEX の統合解析 
5)  体液由来エキソソーム中の miRNA・cfDNA の解析  
6)  HBV 既往感染歴を有する造血器腫瘍における iTACT-HBcrAg モニタリングによる HBV 再活性化対策 
7)  不顕性肝性脳症に対するリファキシミンの有効性に関する前向き研究 
8)  C 型肝炎解除（SVR）後の発癌に関連するバイオマーカー探索   
9）  AI による食道がん予測 
10) 食道がんと口腔内細菌叢との関連性  
11) 肝臓がん、膵がんと腸内細菌叢との関連性 
12) 免疫チェックポイント阻害薬関連腸炎 



13)  肝炎ウイルス検査陽性者に対する病病（病診）連携システム構築および院内 HBV 再活性化防止への取り組

み 
14) FIB-4 index を用いた肝硬変・肝がんハイリスクグループの拾い上げ事業 

 熊本肝炎・脂肪肝プロジェクトとして、啓発活動を行うと同時に、患者拾い上げから受診・受療につながる

システムを開発し、熊本県の肝疾患・肝がん患者様の早期発見・早期治療に貢献しています。 
15)  抗 HBV 治療薬に対する不応症例におけるウイルス学的特徴 
 
【教職員および大学院学生】 
教  授  田中 靖人   特任助教   林 佐奈衣  
准教授  直江 秀昭   特任助教   小川慎太郎 
助 教  瀬戸山博子   大学院生（博士課程） 蔵野宗太郎 

  助 教  渡邊 丈久   大学院生（博士課程） 久木山直貴 
助 教  長岡 克弥   大学院生（博士課程） 鶴田 結子 
特任助教 吉丸 洋子   大学院生（博士課程） Elgeshy Khaled Mohamed 

  講 師  具嶋 亮介   大学院生（博士課程） Yan Zhaoyu 
  助 教  宮本 英明   大学院生（博士課程） 中島 昌利 
  特任助教 古田 陽輝   大学院生（博士課程） 牛嶋 真也 
特任助教 山﨑 明    大学院生（博士課程） Wu Chang 
特任助教 飯尾 悦子   大学院生（博士課程） 大塚 郁弥 
特任助教 德永 尭之   大学院生（博士課程） 大野 健翔 
特任助教 松野 健司 
 

【連絡先】      TEL: 096-373-5150、FAX: 096-371-0582 
        e-mail knagaoka@kumamoto-u.ac.jp（長岡克弥） 
 
【ホームページ】 https://gastro-kumamoto-u.com/           ホームページリンク → 
 
【特殊技術・特殊装置】 
1. ゲノムワイド関連解析  2．糖鎖マーカー解析  3. Microbiome 解析 
4．エクソソーム抽出・解析  5. 高感度 HB コア関連抗原測定 6. 空間的遺伝子発現解析 (VISIUM)  
7．腸管上皮機能解析  8．エピゲノム解析  9. レーザーマイクロダイセクション  
10．AI を用いた内視鏡診断  11. ダイレクトリプログラミング法によるヒト肝前駆細胞作製 
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